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１. はじめに　A 病院での産褥入院期間は、経腟分娩は 4 ～ 5 日、
帝王切開分娩では 6~7 日である。A 病院では、母乳育児を支援・推
奨している。母乳育児は、母児の産後の経過に合わせ個別性に対応
していくことが求められ、入院期間内では母乳栄養の確立が困難な















2 件 / 月合計 8 件　体重測定：4 ～ 19 件 / 月合計 41 件　母乳・育





















価方法となっている。また 5 年に 1 度という品質確認は今回より 3
年後アウトカムの確認が取り入れられた。








【成績】問題点の把握と模擬サーベイにより 88 項目中 81 項目にＡ
評価以上が付与され結果更新は成功した。
【結論】機能評価は付加価値であり通常運営に取り入れできれば労
力は最小限なのかもしれない。しかしいずれも誘発的なイベントに
なる医療機関が大半ではないか。今回を機にアウトカムのみでなく、
拡張機能を持たせた、質とコンプライアンスの観点からクオリティ
マネジメントを取り入れる準備を行っている。
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旭川赤十字病院の「選ばれる病院」へのオンリーワン
プロジェクト活動について
旭川赤十字病院　エクセレント・ホスピタル推進チーム
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【はじめに】当院の中期計画に掲げられた「選ばれる病院となるた
めの方策、魅力ある病院づくり」の実現のため、院長直轄の「エク
セレント・ホスピタル推進チーム」を立ち上げ、職員満足度を高め
ることを重点においた「オンリーワンプロジェクト」活動を行って
いる。
【概要】本プロジェクトで掲げたテーマは「一人ひとりを大切にする」
である。一人ひとりとは「職員」と「患者」である。質の高い医療
を提供し、患者・地域の病院・職員から選ばれる魅力ある病院にな
るためには、当院で働く職員がやりがいをもって働けることが重要
であると考えている。
【活動】１．院内で働く全ての職員が実践することで患者や職員同
士のコミュニケーション向上を図ることを目的に「職員行動規範」
を策定した。２．職員が働きがいを持てる職場環境を目指し、「職
員意識調査」の実施と「職員アイデア起案システム」の構築を行っ
た。３．現場で抱える課題を直接院長にアピールできるように「院
長を囲む会」を実施している。　　これらの活動方針や進行状況は
院内報「ななかまど」の号外により適時、メッセージを発信して職
員の理解と協力が得られるようにしている。プロジェクトを開始し
て１年が経過した。職員満足度向上には給与や福利厚生の充実も重
要ではあるが、やりがいのある職場環境づくりを目指すことが、対
患者トラブルの減少や離職率の低下へつながり、その延長線上に患
者満足度の充実があると考えている。今後も「一人ひとりに選ばれ
る病院」を目指して活動を続けて行きたい。
